
街道観光 「実践オンラインセミナー2023」

第４回 明日からできる！地域の多様な主体が連携し、
事業成功に導く「とっておき」の法則

令和５年８月24日（木）
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はじめに プロフィール

株式会社リクルート
旅行Division 地域創造部 部長

高橋 佑司（たかはし ゆうじ）

2006年 株式会社リクルート入社 飲食店支援事業
贅沢を楽しむコンシェルジュマガジン創刊・商業施設活性等を担当

2011年 一般社団法人墨田区観光協会にて観光開発を担当

2013年 じゃらんリサーチセンターにて首都圏・関西のエリアプロデューサー
として地域活性に携わる。

2017年 西日本グループマネジャー、2022年 東日本グループマネジャー

2023年より現在に至る



３

今回のセミナーの目的

2023年度の実践セミナーでは、

取組を持続可能な姿とするための 「多様な主体の参画」をテーマに、

地域が気持ちを合わせていく手法 について、3回のセミナーを通じて考え方をお伝えするとともに、

地域の力を合わせて実際の消費につなげる取組みを実践的に学べる。



本セミナーの流れ
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今回のセミナーの参加者層
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民間（旅行会社）

29%

DMO・観光協会

24%

交通

21%

地方行政

19%

金融

2%

宿泊

1%

その他

4%

本日の参加者について

第4回は地方行政・DMO・観光協会・民間（交通事業者・旅行会社）
の参加者が多いことを踏まえた内容とします。



なぜ多様な主体が必要なのか？・・・
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江戸街道という統一テーマで、広域関東の観光におけるブランド価値を高め、維持し、
地域が自立して持続可能な観光で地域消費を高めていく

出典：江戸街道プロジェクト リーフレット（零の巻 推進ビジョン2023）



なぜ多様な主体が必要なのか？・・・
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◆BtoC：一方向な情報発信にとどめず、双方向 ファンネットワークの仕掛けづくり
◆BtoB：地域の関係者が繋がる場としての機能 構築

出典：江戸街道プロジェクト リーフレット（零の巻 推進ビジョン2023）



なぜ多様な主体が必要なのか？・・・
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お土産店

交通機関・旅行会社

レジャー施設

飲食店

地域
（DMO・行政）

• 各施設で完結型の観光サービスを提供 • 多様な関係者との連携により戦略を実現

Bレストラン

A旅館

Cお土産店

いままで これから(地域内連携）

宿泊施設

文化施設



なぜ多様な主体が必要なのか？・・・
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これから(地域間連携）



旅行・観光消費の生産波及効果（2019年）ー 観光は波及する



多様な連携 ＝ 互いの「課題」で繋がる ＝ 自分ゴト化
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地域内を誰がとりまとめるのか？
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ポストコロナの解決すべき地域全体の課題 －多様な連携の軸

根本課題：地域の持続可能な成長ができていない

1 地域経営組織(DMOなど）の司令塔的役割が機能していない

2 2030年の観光により実現するビジョン、ありたい姿がない

3 それを実現する、計画がない

4 ビジョン・ありたい姿・戦略（計画）の地域の合意形成ができていない

5 高付加価値化ができていない

6 訪日富裕層のポテンシャル層が獲得できていない

7 国内の新しい市場開拓が獲得できていない

8 IT技術とデータの活用ができていない(観光DX課題）

9 サスティナブルが根付いていない

10 地域経営組織のやるべきことが整理できていない。PDCAが回っていない。

11 地域経営組織づくり、人づくりの基盤が整っていない

解
決
の
流
れ

計
画
・
合
意
形
成

戦
略
・
戦
術

基
盤

何
の
為
に(

目
的
）

何
を
す
る
の
か(

手
段
）



など

理想的な状態：持続して成長し続ける地域観光～地域の成長なくして産業の成長なし～

• 国・行政の支援により地方を投資価値の高い市場に育て、民間投資も誘発し、
• 持続可能な成長を創出する

地域(DMO等)…地域経営の司令塔主役

宿泊施設 飲食店・お土産 観光施設

地元交通事業者 地元旅行会社

産業界…地域を支え、伸ばし、収益基盤とする支援

など

旅行会社
（OTA・リアル）

金融機関
（地銀など）

ベンチャー企業

全国交通事業者 チェーンホテルG

事業投資・人材投資等

■理想的な状態→地域と産業界の連携



地
域
経
営
戦
略

の
構
成
要
素

提供価値
(柱となる地域のバリュー＝何を期待して来てもらい何に感動して帰ってもらうのか）

戦略(高付加価値化、市場開拓、DX、サスティナブル、人材基盤）
(強みはなにか、コンセプトはなにか、中長期を戦う上でのコンセプト・テーマ・指針を決める）

戦術
(戦略を実現する具体的な打ち手。アクションプラン）

ビジョン
(ありたい姿、そのイメージを見える化すること）

ポジションニングを決める事
＝「地域単位でどう戦っていく

か？」を決めること
＝地域らしさ、個性(独創性）

を引き出す

①地域経営戦略を決める（見える化）
→エリアのブランドポジション策定(合意形成）
②理想は､エリアブランディングを共通目標に
個社ブランディングが形成された状態

地域内合意形成を取り、ここに投資・リソースを集中させ、
地域ブランドを確立する。そして10年､20年､30年とかけて、

エリアブランディングを定着させていくことが必要。

やるべき
こと

乗り越え
るべき壁

1

2

3

4

ビジョン、戦略の進化(課題②・③）
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合意形成プロセス(課題④）

◆第三者視点のプロのファシリテーター

◆正確なデータからの現状分析

◆首長、商工会議所会頭、観光協会会長、ＤＭＯ会長の目線が揃う

◆地元の若手のコア層も原案作成に関与

大事なポイント

◆専門家チームがサポート（ファシリテーター、事業開発、経営者視点）

◆行政は環境を整備
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高付加価値化とは？(課題⑤)

• 国・行政の支援により地方を投資価値の高い市場に育て、民間投資も誘発し、持続可能な成長を創出する

高付加価値がゴールで
はない

ゴールは地域のいい仕事を生み出すこと
(＝地域の憧れの仕事がうまれる事）

好循環となる連関性

高付加価値化＞高満足＞高単価＞高収益＞高待遇＞いい仕事

宿泊施設の好循環例

①施設価値

が上がる

②顧客満足度

が上がる

③宿泊単価

が上がる

④利益を

還元する

⑤従業員が

離脱しない

⑥意欲が

高まる
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２つのご当地グルメ開発連携事例

①兵庫県 淡路島
（３市 連携）
淡路島えびす鯛グルメ

②兵庫県 南あわじ市
×徳島県 鳴門市
（県またぎ２市）
うずの幸グルメ

2021年 2022年

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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グルメ名 淡路島えびす鯛

事務局 食のブランド「淡路島」推進協議会

開発期間
1年
2020年 グルメ開発 2021年 秋デビュー

推進方法
（WS＝ワークショップ）

リアルWS（3市の中間地点で6回程度実施）

食材 淡路島（3市の漁港）で揚がった天然マダイ

コンセプト・テーマ・ルール
淡路島天然マダイのブランド化
歴史ある伝統料理～島らしい新グルメまで

完成グルメ ①王道・伝統料理＋②鯛×飯＋③島らしい鯛グルメ

プロモーション
1年目は3市共同＋県で予算を捻出
２年目は協議会より予算を捻出

①兵庫県 淡路島（３市連携）淡路島えびす鯛グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022



水産課題

・淡路島の天然マダイの価格が下落

・近隣にブランド鯛（明石鯛・鳴門鯛）

・淡路島の鯛としてブランド化していない

観光課題

・目的となる秋の食材がない

・昔は、鯛料理目当てに人が来ていたが、今は少ない

・島の飲食店の人が天然マダイの価値を感じていない

・3大海峡に囲まれている

・献上鯛として奉納されていた歴史がある

・多数の漁協があるので安定供給

・年間提供可能（特に秋がおいしい）

・昔から鯛の伝統・王道料理がある

20

現状：地域の課題

淡路島天然マダイ差別化ポイント

・淡路島天然マダイのブランド化
・ネーミングを決める
・昔からある伝統的な鯛料理
＋新たに島らしい鯛グルメの開発

WS参加者 淡路・洲本・南あわじ
3市の飲食店・宿泊施設・各市職員・県・漁協組合など

①兵庫県 淡路島（３市連携）淡路島えびす鯛グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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伝統・王道のマダイ料理の情報を整理

2021年秋発行
淡路島えびす鯛
ご当地パンフレット

①兵庫県 淡路島（３市連携）淡路島えびす鯛グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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鯛×飯 淡路島のお米を使うコト

＊参画店舗数 46店舗

＊売上食数 2万1,347食
販売期間2021年9月～2021年11月末

＊売上金額 3億375万8,036円
（宿泊プランを含む）

①兵庫県 淡路島（３市連携）淡路島えびす鯛グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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グルメ名 うずの幸グルメ

事務局 兵庫県南あわじ市＋徳島県鳴門市

開発期間
1年
2021年 グルメ開発 2022年 3月デビュー

推進方法
（WS＝ワークショップ）

南あわじ市と鳴門市各エリアでWS実施
（連日でWSを行い、すぐさま内容を共有）

食材 鳴門海峡の渦潮が育んだ四季折々の海の幸

コンセプト・テーマ・ルール
365日毎日が最高のひと皿
渦潮が育んだ海の幸3種類以上＋2市の食材を使用

完成グルメ
宿泊プランはじめ、すし、パスタ、オードブル、宝楽焼
き、通販など多彩なバリエーション

プロモーション 国の補助金＋2市の予算

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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鳴門市

南あわじ市

鳴門海峡のうずしお

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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観光課題

・うずしお＋αがない

・通過型観光（滞在型でない）

・観光客の年齢層が高い

調査結果

・うずしおのイメージはあるが、海の幸や海鮮の

イメージがない

・両市共に、海の幸がおいしいというイメージがなく、

旅行の目的になっていない

・鳴門海峡のうずしおは全国的に有名

・この地域では365日毎日おいしい魚が取れる

・玉ねぎ・鳴門金時などブランド食材も豊富

・飲食店や宿泊施設が多い

・毎月旬のオシ魚がある

・漁港が近いので鮮度抜群・コスパも良い

現状：地域の課題と調査結果

うずしおエリアの差別化ポイント

・365日・毎日が最高のひと皿を
「コンセプト」に、年間提供グルメを開発
・うずの幸としてデビュー
・うずの幸マイスターの育成も視野に

WS参加者
２市の飲食店・宿泊施設・通販事業者・直売所・
各市職員など

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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鮨、オードブル、通販、お土産、定食など

2022年春発行うずの幸ご当地パンフレット

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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宿泊プランでは、宝楽焼や前菜、漁師風スープなども

2022年春発行うずの幸ご当地パンフレット

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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お蕎麦や丼、ホテルのカジュアルランチなども

2022年春発行うずの幸ご当地パンフレット

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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宿泊プランでは、豪快な船盛や姿造り、繊細な前菜も

2022年春発行うずの幸ご当地パンフレット

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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＊参画店舗数 25店舗
＊売上食数 1万9386食
＊売上金額 ４億4194万1736円 ※2022年3月18日～2022年12月末

②兵庫県南あわじ市×徳島県鳴門市 県またぎ2市 うずの幸グルメ

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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訪日富裕層のポテンシャル層が獲得できていない(課題⑥)

• インバウンドの傾向として意識するべきことは下記
• これらを磨き上げることで、アジアの富裕層もフォローすることが可能になります

内面の変化への期待を持ってもらうこと

唯一性の資源×ガイドを
磨き上げること

ポテンシャルテーマを
取り込むこと

サスティナブルであること
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訪日富裕層のポテンシャル層が獲得できていない(課題⑥)

出典：京都ビジターズホストサイト・京都二条城公式サイト

京都ビジターズホスト
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田辺市熊野ツーリズムビューロー（先駆的ＤＭＯ）
（概要）
2006年設立 スタッフ20名
和歌山県田辺市の地域DMO

和歌山県田辺市にある観光振興組織で主に熊野古道を活かしたツーリズムを行っている

（主な事業）
①市観光プロモーション事業（市事業委託）
②旅行業（主に欧米豪インバウンド客の旅程造成・ガイド）
③田辺市観光センター（観光案内所）の指定管理

訪日富裕層のポテンシャル層が獲得できていない(課題⑥)

出典：じゃらん観光振興セミナー2022
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国内新市場の獲得(課題⑦）

• 新型コロナウイルスが生んだ、【旅から始まる、新しい地方活性の兆し】を掴むことが重要

「こころの故郷さがし」
コロナ禍を背景に、解放感と地域への深い共感・貢献感など心が満たされる場所
（=こころの故郷）を持ちたいというニーズが高まっている。

「こころの故郷」を探す旅とは、観光を目的にしていない、現地の暮らしを体験したり、
文化に触れたり、現地の人達と交流するという新しい旅の形。

「こころの故郷」ができることで、週末にリセットできたり、
自分の生き方を見つめなおすことも。

もうひとつのふるさとから新しい生活、人生がはじまる。
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背景としてある、ふるさとを持ちたいという気持ち

• 帰省しているような感覚を感じられる場所、を探したいニーズが増えている

生まれ育った地元以外にも
"帰省しているかのような
感覚を感じられる場所" 
が欲しいと思いますか？

56%

その気持ちが
コロナ禍で
強まりましたか？

39%
あなたには
現在、
“帰省できる
地元”が
ありますか？

35%

32%

コロナ拡大後の
帰省の頻度は?

YES

YES

No

全くなし

54%
YES

"帰省しているかのような
感覚を感じられる場所"を
探すために、今後(も)
今 まで訪れたことのない
場所へ行ってみたい
と思いますか？

47%
YES“帰省しているかのような

感覚を感じられる
場所を訪れること”
をテーマにした旅行や
プランがあった場合に、
内容に興味がありますか？

出典：『週刊じゃらん』調べ「新しい帰省スタイルに関する調査」 2021年9月実施

Yes65%のうち



56%
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「非日常」への憧れもある

• コロナ禍で「普段の日常から離れたい」などが強まったが50％以上

5３.9%

コロナ禍で強まった気持ちについての
回答(複数選択)で

“普段の日常から離れたい”と回答した割合

“ふるさとを持ちたい”
という気持ち

“普段の日常から離れたい”
という気持ち

国内旅行の需要喚起の
可能性

出典：『週刊じゃらん』調べ「新しい帰省スタイルに関する調査」 2021年9月実施
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「こころの故郷さがし」によってもたらされる変化

街の変化

著名観光地でない地域でも
交流人口の獲得が可能

ロイヤルカスタマーの発展

旅行者の変化

自分が満たされる時間
（自分を取り戻す・見つめなおす・リフレッシュ）

↓
そこで過ごす時間を
定期的に求めるように

異日常
心のゆとりや癒し

「本質的な価値」との出会い
何か役に立つことをしたい
接点のない人との触れ合い

現地での体験

・街への愛着を持つことで、交流者が、ゲストからホストにニーズを変化する可能性

・共感型リピート、プロボノ、副業などの増加が期待でき、そこから関係人口、二拠点居住、移住につながる

・地域にあったが表出化していない視点や文脈やビジネスが地方の活性化、持続発展につながっていく
未来に起きる可能性
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国内新市場の獲得(課題⑦）

一般社団法人 雪国観光圏

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023



41

国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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国内新市場の獲得(課題⑦）

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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観光DXの地域活用（課題⑧）

箱根DMO

出典：じゃらん観光振興セミナー2023
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観光DXの地域活用（課題⑧）

出典：箱根DMO形成・確立計画、じゃらん観光振興セミナー2023
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４つのサスティナブルの実現(課題⑨）

分類

経済のサスティナリビリティ

文化のサスティナビリティ

環境のサスティナビリティ

持続可能な経営



気仙沼クルーカードによる顧客ＤＢ構築により、コスト・工数をかけずに、「検証」・「改善」を実現
訪れた際の満足度と、その後のCRM(カスタマーリレーションシップマネジメント）により、ロイヤルカスタマー化する

すばやく検証し、改善点を得る為の仕組(課題⑩）

つながり人口の顧客ＤＢ

気仙沼顧客DB

気仙沼でお得に
買い物する

観光イベントを
楽しむ

地元に帰省する

公的サービスを
快適に利用する

市民活動に
参加する

他地域の気仙沼
関連活動に参加する

地域のあらゆる行為に関わる会員を市内市外で囲い込み
マーケティングしながら全方位に市内の地域消費額向上を促進する仕組み
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すばやく検証し、改善点を得る為の仕組(課題⑩）

33

下呂市DMO（先駆的ＤＭＯ）

出典：下呂市DMO 形成・確立計画
国土交通省サイト 「下呂温泉観光協会 下呂市DMOの取り組み」
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持続・自走のための「人づくり、組織づくり」(課題⑪）

理想的な人材フォーメーション

地域愛着
経営者

主

支える 支える

地域
信頼者

地域愛着
専門家

行政(側面的支援)

経営
者

信頼
者

専門
家

行政

・地域を変えたい経営能力ある人物
・１人でなく、コアチーム(4~8人)で動く
・パッション・行動力・学ぶ姿勢を持つ

・地域愛着経営者の応援団長
・自身が抵抗勢力の壁となる
・地域に影響力ある有力者・改革者

・専門能力を持つ
・地元と同じく地域の未来に責任を持つ
・２、３年、地域に入り後継を育てる

・環境(財源・情報・ネットワーク)を整える
・リスクを察知し、リスクを排除する
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気仙沼地域戦略（重点支援ＤＭＯ特定テーマ型）

公的組織の役割分担を明確化してDMO法人の公益性成果と公的財源を市全体でオーソライズを取る仕組み

出典：じゃらん観光振興セミナー2023



箱根DMOのマネジメント体制

箱根DMO戦略推進委員会を中心とした地域一体｢ALL箱根｣で、プロジェクト体制により事業を推進

戦略（箱根町HOT21観光プラン）の設計と執行を箱根DMO戦略推進委員会が行い、必要な事業を行うためのプロジェクトを組織
し、官民から必要な人員をアサインして事業を具現化する
経営ボード（理事会・評議員会）と事業運営ボード（戦略推進委員会各プロジェクト）が一体となり地域経営を推進している
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出典：じゃらん観光振興セミナー・とーりまかしvol.67
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多様な連携において大切な観点

• 目指すべき観光経営の進め方（イメージ）
➡DMOだけでなく、地域の観光関連事業者の双方が『自分ゴト』化することが重要

出典：観光庁 「DMO観光地域マーケティングブック」
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明日からできる！地域の多様な主体が連携し、事業成功に導く「とっておき」の法則
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